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1基準地震動Ｓｓの策定フロー

敷地ごとに震源を特定して策定する
地震動

検討用地震の選定

敷地周辺の活断層および地震の発生
状況から複数の検討用地震を選定

地震動評価
（断層モデル・応答スペクトル）

震源を特定せず策定する地震動

敷地近傍における詳細な調査の結果に
かかわらず，全ての原子力サイトにおい
て共通的に考慮すべき地震動として評価

検討対象地震の選定

岩盤位置での観測記録

○ 敷地の解放基盤表面に設定
○ 水平方向および鉛直方向の地震動として設定

基準地震動Ｓｓ策定

地下構造評価

不確かさ考慮

（審査済）（審査済）

（審査済）
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 断層モデルを用いた手法は，断層を面として捉え，それを細かく分割し，それぞれの領域
から発生する地震（要素地震）の波を合成することで，発電所敷地における揺れを評価。
（震源の面的な拡がりを考慮する手法）

断層モデルを用いた手法による地震動評価

■断層パラメータの設定
地震モーメント
アスペリティ
応力降下量
すべり量
破壊開始点等
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 応答スペクトルによる手法は，地震のマグニチュードと震源距離等に基づき，発電所敷地
における揺れを評価。（震源を点と仮定して評価する経験的手法）

震源

発電所敷地

応答スペクトルに基づく地震動評価
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④作成された距離減衰式の一例
・マグニチュード（M)と震源距離（X)により応答スペクトル値
（Sa）を算定
・a，b，cはそれぞれ回帰分析により求められる係数

①様々な規模（マグニチュード）の地
震，また様々な場所で発生（異なる
震源距離）した地震記録を収集

②各観測点で得られた地震記録
から応答スペクトルを評価

③各地震記録に対して，震源距離と
応答スペクトル値（各周期ごと）の
値をプロットし，回帰分析によって
近似曲線（距離減衰式）を算定

震源距離

応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
値
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 応答スペクトルに基づく地震動評価に用いられる距離減衰式の概要を以下に示す。

応答スペクトルに基づく地震動評価（参考）


